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平成 29 年度トピックス ⻑期⼤型研究助成 

⻑期⼤型研究助成を新設、第 1 回助成を開始 －「医学物理・医⼯計測グローバル拠点」を京都⼤学に設⽴－
平成 29 年 7 ⽉の内閣府による事業認定を受け、「⻑期⼤型研究助成」を新設しました。これは他の研究助成とは⼀線を画し、
新たな研究部⾨を⽴ち上げて既存の枠を超えた先進的・融合的な研究を⾏うため、5 年間で総額 3 億円を助成するというもので
す。 
公募の結果、第 1 回はハイデルベルク⼤学(独)の⽥中(求)教授による京都⼤学⾼等研究院への「医学物理・医⼯計測グローバ
ル拠点」設⽴が採択され、平成 30 年 1 ⽉に京都⼤学と共同記者会⾒を⾏いました。4 ⽉には海外の共同研究者の参画も得て
京都⼤学にてキックオフ・シンポジウムが開催され、今後の研究に対する熱意と関係者の期待が熱く語られました。 

記者会⾒に臨んだ京都⼤学と財団の関係者 京都⼤学⾼等研究院にてキックオフ・シンポジウムを開催
（中央左が⽥中(求)教授、同右が⼭極総⻑） 

平成 29 年度トピックス ⼤学院⽣奨学⾦給付 

⼤学院⽣奨学⾦（給付型）事業を開始 －奨学⽣ 1 期⽣ 7 名を決定、奨学⽣認定証授与式を実施－ 
平成 29 年 7 ⽉の内閣府による事業認定を受け、⼤学院⽣を対象にした給付型奨学⾦事業を平成 29 年度より開始しました。
この奨学⾦は、医⼯計測技術および関連分野で博⼠号の取得を⽬指す⼤学院⽣または⼤学院⼊学を予定している⽅に、博⼠
前期課程は⽉額 10 万円、博⼠後期課程は⽉額 15 万円、最⻑で 5 年間（後期課程が 4 年の場合は 6 年間）奨学⾦を給
付するものです。 
9 ⽉より募集を開始し、審査委員会による書⾯審査、⾯接審査を経て、理事会で承認された奨学⽣ 7 名に対し、輕部理事⻑よ
り奨学⽣認定証を授与しました。第 1 期⽣は、医学系、医⼯学系、理学系、情報系、⽣物系など、幅広い分野の学⽣が選ばれ
ました。今後も財団は継続した奨学⽀援を⾏い、奨学⽣が研究者として成⻑され、研究成果を上げられることを期待しています。
（なお、平成 30 年度から、募集は毎年春（4 ⽉〜）となります。） 

輕部理事⻑より認定証を贈呈   奨学⽣１期⽣と輕部理事⻑ 
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平成 29 年度トピックス 学 助成 

成 を開  
・⽣ に取り んで た研究成果を する 会の び の先⽣⽅の情報 の場を設け、 ・⽣ の ベー

シ ン ッ と 助成 後も を継続 く助けとなるように、助成 ( 関)の成果 会を び で れ
れ開催、計 322 名の参 が り、 で な 会となりました。このような成果 会の場は、 財団の事業としては めて
の でしたが、 後の ン ー にも と 定的な意⾒を いただ 、 の⽬的を 分果た たと しています。 

⼤会の は の り。 
 ⼤会   

   2017 年 12 ⽉ 23 （ ・ ） 13 00〜17 30 
 場   広 会 場（広 中 ） 
   （広 ⼤学学⻑） 

 ⼤会  
  2017 年 12 ⽉ 26 （ ） 13 00〜17 30 
 場  ク ール（ 京都 ）                          成果 会を開催 
  ⼭  （ ⾏⼠） 
部 学 からの後援もいただ 、助成 からも⾼く される助成事業として 年度 も の を てい ます。 

 
ス ⼤ を  

学教 助成の助成先の を毎⽉ 1 取り上げ、 経 イ ン ⾯にて を⾏な て ました。助成先の ・⽣
は 分 の が ⾯で される事で、 ベーシ ン ッ とな ています。 
の広 に対してこの度、 62 回で公 財団 として となる「 経 イ ン 広 ⼤ 」を受 しました。 

 
 
平成 29 年度トピックス 学⽣ ログ  

学⽣ ログ 期 学を 2 17 年 新 に開始 － バ スト ログ － 
イン ーンシッ （  )の 者が 得した キル・経 に 、より 的な研究 を する 会とし

て、 春 に ⼤学に 期 学する「 バン ログ ム」を 2017 年より開始しました。今年は ⼤、 ⼯
⼤、 の研究 に ⼯⼤ 年⽣ 1 名、 ⼤ 3 年⽣ 名が 2 ⽉間 し、研究を⾏いました。 後の成果

報 会では ン ー の先⽣より「学部学⽣の成果とは えない、 な学⽣が まれた で研究を⾏ た成果」との を
ました。学⽣ も らの意 ・ で な事に ンジし、今後に ⽴ な経 がで たと をしています。グローバ

ルに する研究者 成の 、今後ともより した ログ ムに ててい ます。 
 

 
 
 
 
     
 にて          ⼤にて          ⼯ ⼤にて      後の成果報 会 
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生体の多階層の計測データを統合し新たな情報を生み出す心臓シミュレータ 

“UT-Heart”の開発 
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図  Variation of CdTe thickness within the 25x25 mm2 wafer. The approximate location where 
the measurements were made is shown on the right figure. For a comparison thickness variation 
before optimizing the growth technique is also shown in the graph (dashed line)     
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図  Dark current distribution among all pixels in the (20x20) array measured at room 
temperature by applying a reverse bias of 100 V. Almost all pixels in the array shows uniform 
values of dark current which was less than 3 PA/cm2 at 100V bias.  
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 Factors Associated with Restenosis (Cross-sectional Study) 
 Total No-stenosis Restenosis p Value*

Characteristics (n = 105) (n = 83) (n = 22)  
Age, yrs 70 (63–76) 71 (63–77) 69 (66–72) 0.41
Male gender 66 (63) 55 (66) 11 (50) 0.21
Coexsisting conditions     
 Hypertension 90 (86) 73 (88) 17 (77) 0.30
 Diabetes mellitus 65 (62) 52 (63) 13 (59) 0.81
 Smoking 71 (68) 56 (67) 15 (68) 1.00

Laboratory values     
 Total BNP, pg/mL  51.9 (37.5–83.7) 54.0 (37.5–90.8) 48.1 (31.1–71.3) 0.29
 Creatinine, mg/dL 0.83 (0.70–0.94) 0.84 (0.71–0.96) 0.78 (0.65–0.89) 0.15
 CRP, mg/L 0.5 (0.3–1.2) 0.5 (0.3–1.2) 0.6 (0.3–1.2) 0.50

 Ratio of total cholesterol to HDL 
cholesterol 3.1 (2.6–3.9) 3.1 (2.5–3.9) 3.1 (2.8–3.8) 0.34

 Total cholesterol, mg/dL 170.5 (152.5–190.5) 169.0 (153.9–189.3) 176.0 (149.0–197.0) 0.82
 HDL cholesterol, mg/dL 53.2 (44.5–68.6) 53.3 (44.5–68.9) 50.5 (41.5–65.0) 0.63
 Triglycerides, mg/dL 134.0 (85.5–184.8) 135.0 (89.0–189.0) 117.0 (77.0–178.5) 0.39
 LDL cholesterol, mg/dL 88.5 (78.3–103.5) 87.0 (76.0–102.0) 96.0 (84.0–107.5) 0.09
 Systolic blood pressure, mm Hg 128.0 (115.0–140.0) 128.0 (112.8–140.0) 128.0 (116.0–142.0) 0.90
 Diastolic blood pressure, mm Hg 68.0 (60.0–78.5) 68.0 (60.0–78.0) 66.0 (58.0–80.0) 0.58

BNP(5–32)/BNP(3–32) 1.35 (1.19–1.55) 1.43 (1.22–1.61) 1.19 (1.11–1.34) <0.001
%DS by QCA, % 14.43 (10.26–25.54) 12.68 (9.18–17.14) 65.52 (59.22–70.54) <0.001
Lesion length, mm 17.20 (12.58–22.45) 17.47 (13.42–21.89) 14.02 (11.12–24.83) 0.28
Lipid-lowering agents 84 (77) 65 (78) 19 (86) 0.55
Anti-hypertensive treatment 93 (90) 72 (88) 21 (100) 0.21
Drug-eluting stent 79 (75) 69 (83) 10 (45) <0.001

１  

  Univariate analysis Multivariate analysis* 
Variables  Odds Ratio (95%CI) p Value Odds Ratio (95%CI) p Value

Age, yrs  0.99 (0.94–1.05) 0.74
Male gender  0.51 (0.19–1.33) 0.17   
Hypertension  0.47 (0.14–1.65) 0.22   
Diabetes mellitus  0.86 (0.33–2.31) 0.76   
Smoking  1.03 (0.39–2.98) 0.95   
BNP, pg/mL  0.99 (0.98–1.00) 0.23   
Creatinine, mg/dL  0.09 (0.004–1.28) 0.08   
CRP, mg/L  0.99 (0.86–1.08) 0.91   
Ratio of total cholesterol to HDL 
cholesterol  1.17 (0.69–1.93) 0.55   

Total cholesterol, mg/dL  1.00 (0.98–1.01) 0.53   
HDL cholesterol, mg/dL  0.99 (0.96–1.02) 0.70   
Triglycerides, mg/dL  1.00 (0.99–1.00) 0.26   
LDL cholesterol, mg/dL  1.01 (0.99–1.03) 0.44   
Systolic blood pressure, mm Hg  1.00 (0.97–1.03) 0.90   
Diastolic blood pressure, mm Hg  0.99 (0.95–1.03) 0.65   
BNP(5–32)/BNP(3–32), per 0.1 
unit increase  0.60 (0.43–0.78) <0.001 0.63 (0.45–0.83) <0.001 

Lesion length, mm  0.97 (0.91–1.03) 0.39   
Lipid-lowering agents  1.75 (0.52–8.05) 0.38   
Anti-hypertensive treatment  3.21 (0.57–60.32) 0.21   
Drug-eluting stent not used  5.91 (2.16–16.80) <0.001 4.20 (1.40–12.99) 0.011 
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